
 

 

平成 26 年度 調査研究委員協力校 

 

【太白小学校】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪本校の OJT キーワード≫ 
 

15 分ミニ研修「シンキングツールの活用」 

学年部 OJT「リズム遊びの指導」 

校内研究 OJT 

学年部 OJT 

紙上 OJT 

15 分ミニ研修 OJT 

１ 本校の OJT 

 

２ OJT 実践 

 

３ OJT 実践の振り返り 

 

４ OJT に取り組んで 

 



 

 

 

◯ OJT の位置付け  

  「学校教育目標の具現化を図るための手立ての一つ」・・・４月の研究全体会で検討  

  「短い時間で」「日常的に」「これまでの取組の中で」・・・多忙化する学校課題を超えて  

ベテランと若手の学び合い・・・職員構成が二極化する中，互いの学び合いの場の確保  

  実践的指導力に直結する学び合いの場・・・教えたい，教えて欲しいのマッチング  

 

◯ ４つの OJT 実践の場  

「15 分ミニ研修 OJT」 「学年部 OJT」 「校内研究 OJT」 「紙上 OJT」  

 

 

 

◯ 全体のファシリテーターは研究主任  

 

◯ 共に学び合う関係を築くために  

①  教えたいことアンケートの実施・・・全員がミニ研修の講師となるために  

②  授業検討会の工夫・改善・・・教育センター提案の五つの検討会スタイルから  

③  教員のニーズ・必要感のある研修のリサーチ・・・ミニ研修への取り入れ  

④  学び合いが生まれる話題提供・・・OJT の日常化へ向けて   

 

◯ 教師一人一人の振り返りのために  

①  OJT 年間シート・・・ミニ研修の相互評価の場の設定  

②  学び合いカード・・・・ミニ研修終了後に参加者が記入，講師役の教員へ  

③  OJT 後の聞き取り・・・互いのよさの認め合いと学び合う意識の向上を目指して  

 

 

 

◯ 自分なりの目標設定と定期的な振り返りによる目標と評価の一体化  

OJT 実践シートを活用して  

 

◯ 一人 1 講座の設定による「何を伝えられるのか」の意識化  

15 分ミニ研修で全員が講師を担当することで  

 

◯ 自分事としての授業研究による，次の授業につなげようとする意識付け  

一人 1 授業公開と授業検討会の工夫・改善をとおして  

 

◯ ミニ研修終了後の「学び合いカード」による，講師への励ましとねぎらい  

１ 本校の OJT 
 

ファシリテーターの働きかけ  

学び合いの意識化 

 



トップダウン研修「学校の当たり前」  

 

 

 

 

 

 

 

◯ 職員会議ミニ研修  

・職員会議の協議事項の少ない月に  

・コンプライアンスに関する内容  

・講師は校長  

・信頼される学校づくりに努める意識を高める  

【研修例】 「いじめ撲滅」  

「個人情報の適正管理」等  

 

◯ 一人 1 講座ミニ研修  

 ・１６時４５分から１７時まで  

・全教員が一人１講座を担当  

・教えることができる内容と教えてほしい内容  

とのマッチング  

【研修例】 「理科実験の基本」  

「学級通信のつくり方」  

 

◯ ボトムアップミニ研修  

 ・学ぶ必要のある内容についての意識調査をと  

おして  

・生活習慣の徹底，環境整備の仕方などを全校  

共通化  

・全教員が学校のスタンダードとして取り組む  

【研修例】  「全校一斉清掃の進め方」  

「プール濾過器の使い方」等  

 

◯ トップダウンミニ研修  

・教えることと学びたいこと以外にも必要な内  

 容  

・教師として学ばなければならないスキル  

・講師は管理職  

【研修例】 「教師としての基本スキル」  

「懇談会で気を付けること」等  

15 分ミニ研修「付箋紙による見える化」  

ボトムアップミニ研修｢全校一斉清掃の仕方｣ 

職員会議ミニ研修｢コンプライアンス｣ 

２ OJT 実践 
 

15 分ミニ研修 OJT 

OJT キーワード 



一人１授業公開  

プロセスシートを活用した｢授業検討会｣ 

 

 

 

 

 

◯ 一人１授業公開  

・全員が授業公開  

・研究組織は学年部単位  

・授業づくりから授業検討会まで授業者を支える  

・学年部以外の教員も誘って必ず検討会を行う  

・全校授業は学年部から一つずつ出して全員参加  

検討会  

・全員授業で研究を自分事として捉える  

・4 月作成の年間計画による計画的実践  

 

◯ 授業検討会の工夫・改善  

・教育センター提案の五つの授業検討会のモデル  

から  

・プロセスシート，ワークショッ  

 プ形式，フリーカード法のほか  

に，マトリックス表の活用も  

・授業中に起きた事実を基にした  

 話合い  

・研究の視点についてだけではな  

く，日常の授業改善にもつなが  

る話合いに  

 

○ 研究ニュースの発行  

・学年部研究では，学年部以外の  

教員は授業・検討会の様子が分  

からない  

→授業の様子や成果と課題を  

共有できるように  

・互いのよさを認め合いと課題の  

共有による学び合い  

・読んでもらえる紙面づくりの工  

 夫  

 

 

校内研究 OJT 

OJT キーワード 



図書館通信  

情報ニュース  

いつでもどこでも学年部 OJT 

 

 

 

 

◯ 一斉の時間の拘束がない  

◯ 読みやすい紙面づくりと読んでもらえる声掛け  

・研究ニュース  

   研究主任が発行（前ページ参照）  

  ・情報ニュース  

   情報主任が発行  

校内ＬＡＮ整備に伴う運用上の留意点や，  

ランニングコストの問題，情報モラル等に  

ついての情報提供  

・その他  

   打合せ回数を週に一度で 15 分に精選  

分掌ごとに作成・配付  

指導に役立つ，共通理解が必要などの内容  

【例】図書館通信，特活だより，代表委員会  

だより 等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ いつでもどこでもできる OJT 

◯ ファシリテーターが働き掛け  

◯ 学年主任等に，子どもついての話題，授業の  

話題が多く出るよう依頼  

◯ 疑問が出たら，その場で始まる研修  

【例】 

・リズム遊びの指導法からリズムセッション  

・学芸会で欠席児童の代わりを立て方  

 

 

 

学年部 OJT 

OJT キーワード 

紙上 OJT 

OJT キーワード 



理科室でのミニ研修  

研修でのワークシート  

 

 

 

 

 

 

「理科実験・観察の基礎（ミニ研修）」  

（H26．6 月実施）  

 

 

 

 

 

 

○各学年における理科実験の基本スキルの一部を身に付けることができたか確かめる。  

＜有効性＞  

・学び合いカードによって，講師役の先生にも励ましの内容を伝えることができた。  

・時間をかけずに一人一人が研修内容を振り返ることができた。  

＜今後の OJT に向けての課題＞  

・講師役の先生が評価されることを嫌がる傾向があった。  

・学んだことを共通理解する場が設定できなかった。  

 

 

 

 

 

 

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪先生方の声≫  

顕微鏡の使い方が思ったよりも難しか

ったので，予備実験をこれからも大切に

していきたいと思いました。 【 30 代  女

性】  

≪先生方の声≫  

実際にやってみる大切さ

をあらためて感じました。

気軽に参加できるのもいい

と思いました。【 20 代  男

性】  

３ OJT 実践の振り返り 
 

OJT 実践内容  

振り返り方法と留意点  

OJT 一覧・学び合いカード 

 

≪先生方の声≫  

実験の時は事前準備を丁

寧に行うとわかりやすいこ

とをあらためて実感しまし

た。優しい声掛け，大事だな

と思いました。【 20 代  女性】 



シンキングツールのミニ研修の様子  

 

 

 

 

 

 

「シンキングツールの活用」（ミニ研修）  

（H26．8 月実施）  

 

 

 

 

 

 

○シンキングツールの活用法を理解できたか確かめ  

 る。  

○授業におけるタブレットの有用性について自分な  

りの授業イメージを持つことができたか確かめる。  

 ＜有効性＞  

 ・OJT シートは，時間をかけずに一人一人が振り返  

りを行うことができた。  

 ・学び合いカードは，講師の励みになり，学び合う  

意識が高まった。  

＜今後の OJT に向けての課題＞  

 ・振り返った内容を共有する場がなかった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪先生方の声≫  

初めて知るシンキングツールや

タブレットをアプリを学び，勉強に

なりました。デジタルツール避けず

に，効率的な授業づくりに取り組ん

でいきたいと思います。 【 20 代  女

性】  

≪先生方の声≫  

タブレットはいろいろな

場面で生かせることを知っ

て，有意義な研修でした。ま

ずは電子黒板から挑戦して

みたいと思います。 【 50 代  

女性】  

≪先生方の声≫  

総合的な学習の時間の概念図

に利用できると思いました。 X

チャートや Y チャート，クラゲ

チャートなどが楽しいと思いま

す。      【 40 代  男性】  

OJT 実践内容  

振り返り方法と留意点  

３ OJT 実践の振り返り 
 

OJT 一覧・学び合いカード 

 



≪先生方の声≫  

参観者の見取りを全員で

カードを使って整理してい

ったので，授業のよかった点

や課題だった点に気付くこ

とができました。  【 20 代  

女性】  

≪先生方の声≫  

もっとたくさんほめてあげたいこ

とがあったのに，十分に話すことが

できませんでした。別の検討会スタ

イルの方がいいと思います。【 40 代  

女性】  

全校授業の様子  

フリーカード法による検討会  

授業検討会の様子  

 

 

 

 

 

 

高学年部全校授業（校内研究）  

（H26．8 月実施）  

 

 

 

 

 

 

 

○フリーカード法による授業検討会をとおして，  

高学年部の研究の視点が本時のねらいに対して  

有効だったかを，授業中に起きた事実を基に確

かめる。  

○個人の振り返りシートと学年部研究のまとめを  

とおして，一人一人の一年間の授業の成果と課  

題，次年度への目標を明確にする。  

 ＜有効性＞  

・授業中に起きた事実を参観者の見取りをとおし  

て振り返ることで，授業者自身の気付きを促す  

とともに，参観者は授業者の語りから成果と課  

題を学ぶことができた。  

・発言権がカードで保障されているので，全員の  

見取りを共有し認め合うことができた。  

・研究授業だけでなく，1 年間の授業実践をとおした自分の成長と課題を確かめるととも

に，学年部ごとの視点について検証することができた。  

＜今後の OJT に向けての課題＞  

・一人の発言回数が少ないので，すべてを伝えられずに満足できない教員がいた。  

 

 

 

 

 

 

３ OJT 実践の振り返り 
 

OJT 実践内容  

振り返り方法と留意点  

授業検討会・研究のまとめ 

 



OJT 学び合いカード  

 

 

 

 

 

 

◯学び合う職員室文化が醸成され，教員の

同僚性が高まり，日常的な学び合いが生

まれるようになった。初任層はベテラン  

のもっている優れた指導法や校務の進め  

方について学び，ベテランは初任層に積  

極的にアドバイスを送るようになった。  

◯一人一人が進んで学ぼうとする意識が高  

まった。ミニ研修の講師を分担すること  

で，自分が同僚に教えることができるこ  

とは何かを考えるようになった。同僚が  

行う質の高い研修内容から，多くの教員  

が自分もしっかり学ばなければならないと感じていた。  

◯評価されることに抵抗感を感じていた教員も，「学び合いカード」によって効力感が生まれ

た。分からないことがあったときには進んで同僚に聞き，困っている教員には積極的に声を

掛けるようになった。  

◯「OJT 実践シート」「OJT 一覧」「学び合いカード」などで振り返ることで，一人一人が自

分のよさに気付くとともに，課題を意識して改善しようとする意識が高まった。  

 

 

 

 

◯学年会 OJT や紙上 OJT などは時間設定

の必要がないので機動的に推進すること

ができたが，15 分ミニ研修は時間の確保

が難しかった。臨時の会議や生徒指導対

応等によって順延せざるを得ないことが

多かった。長期休業中に集中して設定す

るなどの工夫が必要である。  

◯一人一人の振り返りの内容を，教員全員

で共有することが難しい。学び合いの意  

識が高まり，同僚性が構築されても，それを互いに確かめ合う場が確保しにくい。  

「学び合いカード」を全員で回覧するなど，成果を共有し合う工夫が必要である。  

≪先生方の声≫  

経験年数が長いので，これまでの経

験を頼りに指導してきたが，OJT をと

おして若手の教員を意識するように

なり，研究や日々の実践をしっかり行

おうと思うようになった。【 50 代  女

性】  

≪先生方の声≫  

辞書の使い方や情報機器の活

用法など，すぐに生かせる内容

だったの実践に役立った。年上

の先輩教員の話も大変勉強にな

ることばかりだった。【 20 代  女

性】  

４ 0JT に取り組んで  

成 果  

今後に向けて  

 


